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特 長

耐 震 性
EF（電気）接合により、地震に
強い一体管路を構築します。

耐 食 性
酸性、アルカリ性土壌でもOK。
電食の心配もありません。

施 工 性
軽量なため取り扱いやすく、
施工効率がアップします。

せん断試験で30cmの
強制変位もクリア！

防火区画貫通箇所や火災時に熱の影響を受ける恐れのある場所ではご使用できません。
※使用箇所などについて不明な点は所轄の消防機関へご確認ください。

連結送水管
埋設部

地下式消火栓

連結送水管 放水口

連結送水管
送水口

地上式消火栓

今回通知の範囲

消火栓
ポンプ

消火栓格納庫
消火栓ポンプ室

防火対象物 防火対象物

1.6MPaで
認定取得

最高使用圧力

屋内消火配管埋設用途・湿式泡消火設備埋設用途（※消火剤混合装置の一次側で水配管に限る）
湿式水噴霧配管埋設用途にもご使用いただけます。

・耐火VPパイプ 耐火DV継手

建物用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管・継手（建物排水・通気用）

中間層が膨張し延焼を防止！ 燃焼後

延焼防止延焼防止

公共住宅建設工事共通仕様書
(令和元年度版から掲載)

SHASE-S 010
空気調和・衛生設備工事標準仕様書

関東での結露検討結果（気象庁データでの検討）

生活排水での使用において、保温材は不要です。

断続的に水が流れる実物件より厳しい約30分の連続排水(半管流)の条件で耐火VPパイ
プと耐火DV継手75A(横引き使用時)から結露水が滴下する条件を実験的に求めた。

本検討の温湿度条件は日平均のデータにつき、
実使用環境と検討条件に差異があると検討結果
と異なる状況となることがあります。
原則として一般的な生活環境下および生活排水
での使用を想定しております。特殊な環境下（高
温多湿・低水温・極寒地での屋内雨水配管等）に
おける保温レス配管をご検討の際には、詳細の
温湿度計測データをご用意しておりますので、営
業所へお問い合わせください。

結露
実験

耐火VPパイプの結露性能を確認！ 結露水の滴下なし！
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気象庁データ
（地点:東京,期間:6月-8月）
水温20℃の滴下境界線

適用部位

連結送水管埋設部へ樹脂管の使用が通知されました！

に掲載されています。

高圧消火管・継手

消火設備配管用高性能ポリエチレン管・継手

呼び径125新発売！



− 1 −



− 2 −

新
年
、
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
穏
や
か
に
令
和
７
年

の
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
元
日
に
発
生
し
た

「
能
登
半
島
地
震
」
で
は

主
に
家
屋
倒
壊
に
よ
り
多

く
の
方
が
犠
牲
に
な
り
、

夏
は
地
球
温
暖
化
の
影
響

も
あ
っ
て
か
７
月
か
ら
９

月
に
か
け
て
猛
暑
日
が
過

去
最
多
を
記
録
し
、
さ
ら

に
９
月
に
は
能
登
半
島
を

襲
っ
た
豪
雨
で
多
く
の
犠

牲
者
が
出
ま
し
た
。
そ
の

後
も
列
島
各
地
で
台
風
、

大
雨
の
被
害
、
震
度
５
以

上
の
地
震
の
頻
発
な
ど
、

災
害
に
見
舞
わ
れ
続
け
た

１
年
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
災
害
で
水
や

電
気
と
い
っ
た
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
、
そ
れ
を
支
え
る
業
界

で
あ
る
当
協
会
の
会
員
は

県
内
各
地
で
、
い
つ
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
と

い
わ
れ
て
い
る
首
都
直
下

型
地
震
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
規
模
の
巨
大
地
震
を

は
じ
め
と
し
た
地
震
災
害

の
備
え
を
万
全
に
す
る
こ

と
へ
の
意
識
と
そ
の
責
任

を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
当
協
会

は
「
災
害
を
忘
れ
な
い
忘

れ
さ
せ
な
い
取
組
と
備
え

が
必
要
」
と
の
考
え
の
も

と
平
成
23
年
度
か
ら
地

域
の
防
災
活
動
を
支
援
す

る
た
め
県
内
各
地
の
会
員

に
対
し
て
防
災
支
援
活
動

に
資
す
る
救
助
工
具
セ
ッ

ト
、
投
光
器
や
蓄
電
池
な

ど
の
備
品
を
配
備
す
る
防

災
支
援
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
列
島
各
地
に

頻
発
す
る
地
震
、
豪
雨
な

ど
へ
の
備
え
と
し
て
、
今

ま
で
以
上
に
県
内
各
地
の

会
員
と
各
地
域
自
治
組
織

の
連
携
を
深
め
る
と
と
も

に
住
民
の
防
災
意
識
の
向

上
に
努
め
る
な
ど
防
災
支

援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

当
協
会
に
お
い
て
は
、

こ
う
し
た
防
災
支
援
事

業
の
ほ
か
、
理
事
会
、
各

委
員
会
や
月
例
会
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
各
種
事
業
に
つ

い
て
は
、
ほ
ぼ
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

主
要
な
協
会
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
将
来
こ
の
業
界

を
担
う
人
材
育
成
の
た
め

に
、「
1
級
、
２
級
の
管
工

事
施
工
管
理
技
士
受
験
準

備
講
習
会
」、「
管
工
機
材

技
術
研
修
視
察
」
な
ど
業

界
の
「
担
い
手
確
保
・
育

成
事
業
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
年
末
に
は
、
会

員
の
経
営
者
向
け
「
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
は
巳
年

で
、
復
活
と
再
生
の
象
徴

と
い
う
ヘ
ビ
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
「
新
し
い
こ
と
が
始

ま
る
年
」
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
困
難
が
あ
っ
て

も
紆
余
曲
折
し
な
が
ら

進
む
年
と
し
て
、
私
た
ち

に
『
安
定
』
を
も
た
ら
す

年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
の

気
持
ち
を
込
め
、
今
ま
で

以
上
に
事
業
内
容
の
充
実

を
図
る
べ
く
地
道
な
努
力

を
重
ね
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ど
れ
も
こ

れ
も
会
員
の
皆
様
、
関
係

機
関
・
団
体
の
皆
様
方
の

ご
協
力
な
し
に
事
業
展
開

で
き
る
も
の
で
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。
こ
の
１
年
も
皆

様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
埼
玉
県
が
生

ん
だ
偉
人
、
渋
沢
栄
一
翁

が
描
か
れ
た
新
一
万
円
札

が
７
月
に
発
行
さ
れ
、
県

で
は
、「
渋
沢
っ
て
、
埼
玉

ら
し
い
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
の
下
、
渋
沢
翁
が
埼

玉
出
身
で
あ
る
こ
と
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
リ
２
０
２
４

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
な
ど
で

は
、
県
ゆ
か
り
の
選
手
が

大
活
躍
し
、
私
た
ち
も
大

変
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

県
産
農
産
物
に
お
い
て

も
、い
ち
ご
の「
あ
ま
り
ん
」

の
ほ
か
梨
の
「
彩
玉
」
な

ど
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
が
、

全
国
選
手
権
で
相
次
い
で

最
高
金
賞
を
受
賞
す
る
な

ど
、
本
県
に
強
力
な
追
い

風
が
吹
い
た
年
で
し
た
。

さ
て
、
既
に
本
県
に
お

い
て
も
人
口
減
少
が
進
む

中
で
、
人
口
減
少
・
超
少

子
高
齢
社
会
の
到
来
へ
の

対
応
は
待
っ
た
な
し
の
状

況
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
激
甚
化
・
頻
発

化
す
る
自
然
災
害
、
迫
り

く
る
首
都
直
下
型
地
震
な

ど
の
危
機
に
も
備
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
人
口
減
少
・
超

少
子
高
齢
社
会
の
到
来
」

と
「
激
甚
化
・
頻
発
化
す

る
自
然
災
害
な
ど
、
危
機

へ
の
対
応
」
と
い
う
時
代

の
転
換
点
に
お
け
る
２
つ

の
歴
史
的
課
題
に
敢
然
と

立
ち
向
か
い
、
子
や
孫
の

世
代
に
対
す
る
責
任
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
が
我
々

の
使
命
で
す
。

今
年
は
緒
に
就
い
た
こ

れ
ら
の
施
策
を
確
実
な
軌

道
に
乗
せ
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
・
超
少
子

高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
し

て
、「
埼
玉
版
ス
ー
パ
ー
・

シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
、
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る

生
産
性
向
上
、
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
推
進
、

円
滑
な
価
格
転
嫁
に
向
け

た
支
援
や
人
手
不
足
対
策

等
に
よ
る
強
い
経
済
の
構

築
な
ど
の
施
策
を
更
に
推

し
進
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
本
県
が
開
発
し
た

価
格
転
嫁
を
支
援
す
る
各

種
ツ
ー
ル
は
、
多
数
の
道

府
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
リ
ン
ク
さ
れ
、
全
国

知
事
会
優
秀
政
策
に
も

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
県

が
国
に
先
駆
け
て
政
策
を

リ
ー
ド
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、「
さ
い
た
ま
け

ん
★
こ
ど
も
の
こ
え
」
な

ど
に
よ
り
、
こ
ど
も
や
子

育
て
当
事
者
の
意
見
を
聴

き
、
県
の
こ
ど
も
施
策
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
安

心
し
て
こ
ど
も
を
生
み
育

て
ら
れ
る
環
境
の
整
備
を

進
め
、「
こ
ど
も
ま
ん
な

か
社
会
」
の
実
現
を
目
指

し
ま
す
。

女
性
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

（
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
等
）
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
人
に
居
場
所
が
あ

り
、
活
躍
で
き
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
施
策
を
力
強

く
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
災
害
な
ど
の
危

機
に
対
し
て
は
、
県
土
の

強
靭
化
を
図
り
、
能
登

半
島
地
震
な
ど
の
検
証
を

踏
ま
え
、
防
災
力
を
高
め

る
ハ
ー
ド
面
の
対
策
と
し

て
防
災
減
災
に
資
す
る
道

路
・
河
川
な
ど
イ
ン
フ
ラ

施
設
の
整
備
を
着
実
に
進

め
る
な
ど
の
入
念
な
備
え

を
進
め
る
と
と
も
に
、
平

時
か
ら
様
々
な
シ
ナ
リ
オ

作
成
や
訓
練
を
繰
り
返

し
、
関
係
機
関
と
の
強
固

な
連
結
を
進
め
る
「
埼
玉

版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
」
の
推
進
に

よ
り
、
危
機
管
理
・
災
害

対
応
力
を
強
化
し
ま
す
。

本
県
が
目
指
す
将
来

像
の
実
現
に
向
け
各
取
組

を
更
に
深
化
さ
せ
る
と
と

も
に
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
Ｄ
Ｘ
の
第
１
段

階
、
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ

タ
ル
へ
の
転
換
の
成
果
を

土
台
に
、
第
２
段
階
と
し

て
デ
ジ
タ
ル
を
前
提
に
従

来
の
仕
事
の
や
り
方
を
見

直
す
Ｔ
Ｘ
（
タ
ス
ク
・
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
推
進
し
、
県
民

サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
向
上
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

今
年
５
月
に
は
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
の
御
臨
席
を

仰
ぎ
、
本
県
で
全
国
植
樹

祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
森

林
・
み
ど
り
を
利
用
し
な

が
ら
守
り
育
て
る
と
と
も

に
、
木
材
製
品
を
積
極
的

に
使
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を

図
る
「
活
樹
」
に
取
り
組

む
契
機
と
し
て
い
き
ま
す
。

夏
に
は
、
埼
玉
初
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
拠

点
「
渋
沢
Ｍ
Ｉ
Ｘ
」
を
開

設
し
ま
す
。
渋
沢
翁
の
偉

大
な
実
績
に
あ
や
か
り
、

人
々
が
出
会
い
・
混
ざ
り

合
い
・
つ
な
が
る
こ
と
で
、

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
共
創
さ
れ
る
場
と
な
る

よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
「
巳

（
み
）」
は
、
実
を
結
ぶ
年

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

が
埼
玉
県
に
と
っ
て
実
り

多
き
年
と
な
る
よ
う
、
一

般
社
団
法
人
埼
玉
県
空
調

衛
生
設
備
協
会
の
皆
様
と

共
に
「
ワ
ン
チ
ー
ム
埼
玉
」

で
県
政
に
取
り
組
み
、
活

力
あ
る
埼
玉
を
次
世
代
に

つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

「
地
道
な
努
力
で
充
実
図
る
」

一
般
社
団
法
人

　

 

埼
玉
県
空
調
衛
生
設
備
協
会

会
長　

長
沼
　
章

持
続
可
能
で
活
力
あ
る
埼
玉
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

埼
玉
県
知
事　

大
野
　
元
裕

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶
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表
紙
写
真
紀
行

表
紙
写
真
紀
行

　山
梨
県
牧
丘
町
の
小
高
い
丘
の
上
に
あ
る一
本
桜

満
開
の
し
だ
れ
桜
に
季
節
は
ず
れ
の
雪
が
積
も
り

天
気
は
次
第
に
回
復
し
青
空
に
な
っ
た
。

不
破
設
備
工
業
㈱

　不
破

　隆
夫

二
科
会
写
真
部
会
員

「
乙
ヶ
妻
の
桜
」

２ 年頭のご挨拶（長沼会長、大野知事）
３ 安全大会、関東連絡協議会、知事要望、目次、
 表紙写真紀行
４ 企業対策セミナー、受験準備講習会、10月月例会、
 県設備課との意見交換、トップセミナー、
 公社意見交換
５ 巳年生まれに聞く
６・７ 支部だより、県外工場視察会、トピックス
８ 賛助会員寄稿
９ 賛助会員名簿
１０・１１ 支部別会員名簿
最終面 盆栽シリーズ、編集後記

目　次 表紙写真＝「乙ヶ妻の桜」（山梨県牧丘町）
提供＝二科会写真部会員 不破隆夫（不破設備工業㈱）

10
月
25
日
、
本
年
度
の

安
全
大
会
を
、
さ
い
た
ま

市
内
の
埼
玉
県
管
工
事
会

館
で
開
き
ま
し
た
。
当
日

は
60
人
を
超
え
る
正
会
員

と
賛
助
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
埼
玉

県
の
労
働
災
害
発
生
状
況

を
確
認
し
、
安
全
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た

県
設
備
課
の
坂
本
博
仁
副

課
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
後
、
埼
玉
労
働
局

健
康
安
全
課
主
任
地
方
安

全
専
門
官
の
松
永
浩
司
氏

が
、
埼
玉
県
に
お
け
る
労

働
災
害
発
生
状
況
な
ど
労

働
安
全
行
政
に
つ
い
て
訓

示
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
労
働
安
全
衛
生

設
備
の
分
離
発
注
を

設
備
の
分
離
発
注
を

大
野
知
事
や
県
幹
部
に
要
望
書

大
野
知
事
や
県
幹
部
に
要
望
書

安
全
活
動
を
強
力
に
推
進

本
年
度
安
全
大
会
を
開
催

当
協
会
と
埼
玉
県
設
備

設
計
事
務
所
協
会
、
埼
玉

県
電
業
協
会
の
建
築
設
備

関
連
３
団
体
は
9
月
20

日
、
県
庁
を
訪
れ
、
大
野

元
裕
知
事
に
要
望
書
を
手

渡
し
ま
し
た
（
写
真
）。

要
望
内
容
は
、
設
備
設

計
、
空
調
衛
生
設
備
工

事
、
電
気
設
備
工
事
の
直

接
発
注
（
分
離
発
注
）。

分
離
発
注
を
行
う
こ
と

で
、
品
質
と
コ
ス
ト
の
透

明
性
確
保
、
設
備
の
設

計
・
施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
が
る
ほ
か
、

地
域
の
設
備
関
連
企
業
の

経
営
安
定
や
若
手
技
術
者

の
育
成
に
も
つ
な
が
る
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
日
は
大
野
知
事
の

他
に
も
、
伊
藤
高
副
知

事
、
吉
澤
隆
県
土
整
備
部

長
、
伊
田
恒
弘
都
市
整
備

部
長
、
齊
藤
邦
明
県
議
会

議
長
に
も
同
様
の
要
望
を

行
い
ま
し
た
。

IT の活用により【働き方改革】の第 1歩から 

業務の流れに適した生産性向上をお届けします 
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総
合
研
究
所
特
任
研
究
員

の
高
木
元
也
氏
が
、
建
設

現
場
の
働
き
方
改
革
と
し

て
心
と
身
体
の
健
康
対
策

で
講
話
を
行
い
、
働
き
方

改
革
に
つ
い
て
「
い
つ
も

の
働
き
方
を
見
直
し
、
心

と
身
体
の
健
康
を
保
つ
こ

と
だ
」
と
し
、
そ
の
中
で

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
に

は
、
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
面
倒
を
見
る
セ
ル
フ
ケ

ア
が
効
果
的
と
し
て
具
体

的
な
方
法
を
伝
え
ま
し

た
。大

会
の
締
め
く
く
り
と

な
る
安
全
宣
言
を
、
協
和

設
備
の
髙
嶋
健
太
さ
ん
が

高
ら
か
に
読
み
上
げ
た

後
、
参
加
者
全
員
で
「
災

害
防
止
に
対
す
る
認
識
を

新
た
に
災
害
予
防
思
想
の

普
及
を
図
る
。
作
業
環
境

を
整
備
し
、
安
全
活
動
を

強
力
に
推
進
す
る
」
と
唱

和
し
ま
し
た
（
写
真
）。

日
本
空
調
衛
生
工
事

業
協
会
関
東
支
部
連
絡

協
議
会
が
11
月
５
日
、

さ
い
た
ま
市

内
の
ブ
リ
ラ

ン
テ
武
蔵
野

で
開
か
れ
ま

し
た
。
当
日

は
日
空
衛
本

部
の
藤
澤
一

郎
会
長
や
１

都
７
県
の
会

長
ら
役
員
34

人
と
、
来
賓

に
埼
玉
県
議

会
の
齊
藤
邦

明
議
長
と
県

土
整
備
部
の

吉
澤
隆
部
長

が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。
会

合
で
は
、
日

空
衛
本
部
と

関
東
支
部
の
報
告
や
研

修
が
行
わ
れ
た
後
、
設

定
さ
れ
た
５
つ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
各
都
県
協
会

の
発
表
や
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

当
番
県
と
し
て
当
協

会
の
長
沼
章
会
長
は
、

出
席
し
た
各
都
県
協
会

幹
部
と
来
賓
に
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
後
「
昨

今
の
わ
れ
わ
れ
の
抱
え

る
問
題
に
つ
い
て
、
各

都
県
の
状
況
を
本
日
は

発
表
し
て
い
た
だ
く
。

そ
の
内
容
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
た
い
と
考

え
て
い
る
の

で
、
皆
さ
ま

か
ら
忌
憚
の

な
い
意
見
を

い
た
だ
け
れ

ば
」
と
述
べ

ま
し
た
。

意
見
交
換

で
は
、
脱
炭

素
社
会
に
向
け

た
企
業
会
員
の

取
組
み
現
況

や
、
業
務
の
Ｄ
Ｘ
化
で

合
理
化
の
た
め
に
社
内

組
織
を
ど
う
変
え
て
い

く
か
。
ま
た
社
員
の
残

業
規
制
へ
の
対
応
、
女

性
社
員
の
活
躍
の
現
状

に
つ
い
て
、
各
都
県
の

協
会
が
発
表
し
ま
し

た
。
当
協
会
か
ら
は
、

会
員
50
社
の
建
設
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
加
入

状
況
等
調
査
結
果
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。各都県の状況について共有しました

本県で連絡協議会開催
日空衛関東支部
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切
な
規
模
感
、
類
似
工
事

に
よ
る
入
札
実
施
に
つ
い

て
、
よ
り
多
く
の
企
業
が

入
札
に
参
加
で
き
る
よ
う

協
会
側
の
意
見
を
聞
か
れ

ま
し
た
。

企
業
対
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

Ｄ
Ｘ
な
ど
理
解
深
め
る

８
月
７
日
、
企
業
対
策

セ
ミ
ナ
ー
を
埼
玉
県
電
業

協
会
と
合
同
で
開
催
し
ま

し
た
。
会
場
と
な
っ
た
さ

い
た
ま
市
内
の
県
民
健
康

セ
ン
タ
ー
に
は
50
人
を
超

え
る
参
加
者
が
集
ま
り
、

県
や
国
の
働
き
方
改
革
や

入
札
契
約
制
度
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
埼
玉
県
に

お
け
る
県
内
中
小
企
業
の

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
、
県

産
業
支
援
課
創
業
支
援
・

Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
の
倉
林
剛

敏
副
課
長
が
説
明
。
倉
林

副
課
長
は
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
際
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

や
相
談
窓
口
を
示
す
と
と

も
に
、
人
材
育
成
や
支
援

制
度
、
表
彰
制
度
を
紹
介

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
入

札
時
積
算
数
量
書
活
用
方

式
の
試
行
と
働
き
方
改

革
・
建
設
現
場
に
お
け
る

新
た
な
週
休
２
日
制
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
県

土
整
備
部
建
設
管
理
課
建

築
技
術
・
積
算
担
当
の
甲

田
牧
子
主
幹
と
都
市
整
備

部
設
備
課
企
画
担
当
の
高

橋
浩
主
幹
が
、
そ
れ
ぞ
れ

県
設
備
課
と
意
見
交
換

技
術
者
不
足
な
ど
課
題
共
有

10
月
15
日
に
県
設
備
課

と
の
意
見
交
換
会
を
、
さ

い
た
ま
市
内
の
埼
玉
教
育

会
館
で
開
き
、
協
会
か
ら

提
案
し
た
テ
ー
マ
に
沿
い

意
見
を
交
わ
し
た
ほ
か
、

設
備
課
か
ら
は
協
会
員
の

技
術
者
不
足
の
実
態
な
ど

を
聞
か
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
長
沼
会
長
か
ら

「
今
後
の
仕
事
に
生
か
せ

る
有
意
義
な
会
議
に
し
た

い
」
と
述
べ
る
と
、
小
久

保
賢
一
課
長
は
「
わ
れ
わ

れ
設
備
課
が
で
き
る
こ
と

は
、
絶
え
間
な
く
工
事
を

発
注
す
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
が
、
業
界
の
魅
力

ア
ッ
プ
な
ど
、
皆
さ
ま
と

で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

協
力
関
係
に
期
待
し
ま
し

た
。意

見
交
換
会
で
は
、
協

会
か
ら
入
札
・
契
約
・
発

注
に
関
す
る
こ
と
、
設

計
・
積
算
、
現
場
工
期
な

ど
を
テ
ー
マ
に
意
見
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

の
設
計
・
積
算
で

は
、
設
計
図
・
積
算

と
施
工
現
場
現
況
と

の
相
違
・
差
異
な
ど

に
つ
い
て
設
備
課
の

考
え
を
聞
き
ま
し

た
。
ま
た
設
備
課
か

ら
は
、
技
術
者
不
足

の
実
態
に
つ
い
て
、

技
術
者
が
比
較
的
余

裕
が
あ
り
入
札
参
加

し
や
す
い
時
期
や
条

件
、
工
事
発
注
の
適

諸課題について意見を交わしました

の
内
容
や
変
更
点
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

第
２
部
は
、
入
札
契
約

制
度
・
円
滑
施
工
確
保
に

関
す
る
説
明
を
、
関
東
地

方
整
備
局
営
繕
部
技
術
・

評
価
課
の
中
間
和
洋
課
長

が
行
い
ま
し
た
。
中
間
課

長
は
、
営
繕
工
事
に
お
け

る
働
き
方
改
革
や
円
滑
な

施
工
確
保
に
向
け
た
主
な

取
り
組
み
を
示
す
と
と
も

に
、
競
争
参
加
資
格
確
認

申
請
書
作
成
時
の
留
意
事

項
を
解
説
し
ま
し
た
。

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
長

沼
会
長
は
「
ア
ナ
ロ
グ
で

行
っ
て
き
た
業
務
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
こ
と
で
、
業

務
が
効
率
化
さ
れ
、
皆
さ

ま
の
仕
事
が
短
縮
さ
れ

る
。
人
手
不
足
の
中
、
働

き
方
改
革
を
進
め
る
こ
と

は
大
変
だ
が
、
知
恵
を

絞
っ
て
や
っ
て
い
こ
う
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

50人超が参加しました

10
月
25
日
、
10
月
月
例

会
を
さ
い
た
ま
市
内
の
埼

玉
県
管
工
事
会
館
で
開
き

ま
し
た
。
正
会
員
と
賛
助

会
員
お
よ
そ
60
人
が
出
席

す
る
中
、
建
設
業
振
興
基

金
の
講
師
に
よ
る
Ｃ
Ｐ
Ｄ

制
度
に
関
す
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
最
初
に
、
Ｃ
Ｐ

Ｄ
制
度
の
紹
介
を
、
建
設

業
振
興
基
金
試
験
研
修
本

部
の
大
谷
信
弘
次
長
が
行

い
ま
し
た
。
大
谷
次
長
は

「
勉
強
し
て
い
る
時
間
を

客
観
的
に
証
明
す
る
制
度

で
、
強
力
な
支
援
ツ
ー
ル

だ
」
と
Ｃ
Ｐ
Ｄ
を
説
明
。

単
位
の
取
得
方
法
も
、
公

開
さ
れ
て
い
る
講
習
会
に

参
加
す
る
ほ
か
に
も
、
企

業
内
研
修
等
自
ら
実
施
す

る
方
法
も
あ
る
と
紹
介
し

ま
し
た
。
続
い
て
ア
ン
ド

パ
ッ
ド
専
門
工
事
事
業
部

の
立
山
大
樹
部
長
は
「
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
じ
て
建

設
業
で
働
く
人
の
未
来
を

幸
せ
に
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
な
ど
講
演

10
月
月
例
会
を
開
催

建設業振興基金の大谷次長が講演

12
月
11
日
、
さ
い
た
ま

市
内
の
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン

テ
武
蔵
野
で
本
年
度
の

「
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
き
ま
し
た
。
講
師
に
は

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で

作
家
の
渋
谷
和
宏
氏
を
招

き
、
誰
も
語
ら
な
い
日
本

経
済
～
輝
く
地
域
、
輝
く

企
業
は
～
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
（
写
真
）。

渋
谷
氏
は
、
日
本
経
済

の
行
方
に
つ
い
て
「
非
常

に
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と

述
べ
、
そ
う
し
た
チ
ャ
ン

ス
を
い
ち
早
く
捉
え
、
企

業
や
地
域
の
飛
躍
に
結
び

つ
け
る
た
め
、
企
業
や
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
が
今
何
を

す
べ
き
か
を
、
実
際
の
勝

ち
組
の
企
業
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
な
が
ら
提
案
を
行
う
な
ど
元
気
が
出
る

講
演
を
展
開
し
ま
し
た
。

本
年
度

�

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

渋谷和宏氏
が　講　演

12
月
23
日
、
埼
玉
県
住

宅
供
給
公
社
と
の
意
見
交

換
会
を
さ
い
た
ま
市
内
で

開
き
、
協
会
か
ら
は
意
見

や
要
望
事
項
を
、
公
社
か

ら
は
指
導
事
項
や
連
絡
事

項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
企
業
の
負
担
を
軽

減
す
る
こ
と
を
目
的
に
８

月
か
ら
運
用
を
開
始
し
た

「
夜
間
緊
急
セ
ン
タ
ー
」
に

つ
い
て
も
、
現
在
の
運
用
状

況
な
ど
を
共
有
し
ま
し
た
。

住
宅
供
給
公
社

�

と
意
見
交
換

11
月
２
日
、
さ
い
た

ま
市
内
の
Ｊ
Ａ
共
済
埼

玉
ビ
ル
で
、
１
級
管
工

事
施
工
管
理
技
士
の
第

２
次
検
定
対
策
講
習
会

を
開
き
、
11
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
は
、

設
備
全
般
、
施
工
時
の

留
意
事
項
、
工
程
表
・

法
規
・
施
工
経
験
記
述

な
ど
第
２
次
検
定
対
策

全
般
に
つ
い
て
、
問
題

解
説
集
や
受
験
対
策
資

料
を
も
と
に
、
講
師
が

過
去
問
題
を
中
心
と
し

て
全
範
囲
を
解
説
。
受

講
者
は
各
自
合
格
を
目

指
し
、
講
師
の
分
か
り

や
す
い
説
明
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
８
月
３
日

と
４
日
に
開
催
さ
れ
た

１
次
検
定
対
策
講
習
会

に
は
23
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
な
お
２
級
は
、

１
次
２
次
同
日
に
9
月

28
日
と
29
日
に
行
い
、

お
よ
そ
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

11月2日の講習風景

受
験
準
備
講
習
会
開
く

１・２
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士
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㈱ヤマト
嶋村　豪桃
平成13年 ８ 月 ８ 日生

明けましておめでとうございます。
今年で二度目の干支を迎えることになりました。
私は、今年で入社して6 年目になります。これもひとえ

に会社の方々や家族等の支えあってのことと感謝しており
ます。
今年の抱負としましては仕事と私生活の両立です。私

は、1つのことに集中するとその他のことがおろそかになっ
てしまうので今年は、そうならないようにしていきたいです。
これからも、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

県南設備工業㈱
野澤　祐介
昭和52年 8 月16日生

明けましておめでとうございます。
今年で48歳になり人生の半分以上を県南設備工業㈱と
歩んできました。
日々「施工管理」「安全管理」等努めてきましたが、こ
の歳になりますと「健康管理」も重要になってきます。健
康診断の結果を見ますと標準値から外れている項目があり
家族から心配の声が上がっています。
これからは定期的な病院での検査、健康的な生活習慣
を身に付け、活力ある仕事、プライベートを送りたいと思い
ます。
本年もよろしくお願い致します。

正和工業㈱
石橋　莉鳩人
平成13年 6 月 7 日生

新年明けましておめでとうございます。
2025年は「責任」を身に付ける1 年にしたいと思いま

す。
この間まで学生だったのに気づいたら社会人になってい
ました。
入社してまだ数カ月しか経っていませんが、2025年での

施工管理技士としての基盤を作れるかどうかが、今後の
キャリアアップに関係してくると思います。
仕事でもプライベートでも、自分の行動全てに「責任」

を持ち、充実した 1年を過ごせるよう心掛けます。

㈱貫井産業
中村　浩之
昭和40年12月15日生

新年明けましておめでとうございます。今年は巳年、人

生で五回目の年男です。ヘビはその姿から敬遠されがちで

すが、脱皮することから復活や再生、財産を守るシンボ

ルでもあると言われ縁起の良い生物です。ヘビ＝執念深

いというイメージもありますが努力を惜しまない、冷静沈着

という巳年生まれの特徴もあるそうです。占いと同じく良い

面だけを信じ「巳」を「実」にかけて皆様にとっても実り

ある一年になることを祈念致します。

セイフル㈱
門井　裕

昭和28年11月11日生

あけましておめでとうございます。
今年で72歳、転職から15年目を迎えました。人生を色

で例え振り返ってみると、10〜20代は緑：がむしゃらに生
きた、30〜50代は赤：価値観を楽しみ学んだ、60〜70代
は紫：寛容を身につけた。皆様の人生は何色でしょうか？
先日、山口県の松下村塾を訪れ、吉田松陰の名言に
深く感銘を受けました。
「夢なき者に理想なし」「理想なき者に計画なし」「計画
なき者に実行なし」「実行なき者に成功なし」。
若き方 よ々、“夢”を持って歩み続けたし！



− 6 −

研
修
会
・
視
察
会

ま
た
、
家
族
や
友
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
と
し
て
も
最
適
で

す
。
共
通
の
趣
味
を
通
じ

て
、
絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

技
術
の
面
で
も
、
ゴ
ル

フ
に
は
終
わ
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
回
コ
ー
ス
を
回

る
た
び
に
新
し
い
発
見
や

課
題
が
あ
り
、
常
に
自
分

を
磨
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
成
長
し
続

け
、
ど
ん
ど
ん
ゴ
ル
フ
に

引
き
込
ま
れ
て
い
く
の
で

す
。ゴ

ル
フ
は
単
な
る
ス

ポ
ー
ツ
以
上
の
も
の
で

す
。
そ
れ
は
、
自
己
挑

戦
、
自
然
と
の
触
れ
合

い
、
そ
し
て
人
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
る
た
め
の
素

晴
ら
し
い
手
段
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
私
は
ゴ
ル
フ

を
愛
し
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

支 
部 

だ 

よ 

り

「家族と会社」
㈱細田管工

長島　真奈未
さ 

い 
た 
ま 

支 

部

私
は
こ
の
設
備
業
界
に

入
職
し
て
ま
だ
2
年
経
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

前
職
と
は
全
く
も
っ
て

関
連
性
の
な
い
業
種
で
、

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状

態
で
入
社
を
し
、
最
初
は

戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
で
す
が
、
社
長
を
筆

頭
に
上
司
の
方
々
が
と
て

も
優
し
く
指
導
し
て
く
れ

て
い
る
お
陰

で
毎
日
が
と

て
も
楽
し
い

で
す
。

そ
し
て
、

会
社
に
は

様
々
な
年
代

の
方
が
働
い

て
お
り
、
世

代
を
超
え
て
他
愛
の
な
い

話
や
真
剣
な
話
を
し
て
毎

日
過
ご
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
や
は
り
話

題
は
子
供
の
こ
と
が
多
い

で
す
。
成
人
し
た
お
子
さ

ん
を
お
持
ち
の
方
、
乳

児
、
保
育
園
児
、
小
学
生

と
様
々
な
歳
の
子
を
持
つ

方
が
い
ま
す
。
私
自
身
、

小
学
生
の
女
の
子
を
育
て

て
お
り
、
人
生
の
先
輩
方

に
子
育
て
に
関
し
て
様
々

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

今
年
の
夏
に
は
、
社
員

旅
行
と
い
う
名
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
、

社
員
は
も
ち
ろ
ん
、
社
員

の
家
族
も
同
行
し
て
、
み

ん
な
童
心
に
帰
り
東
京

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
行

き
ま
し
た
！
会
社
の
行
事

で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
供

の
笑
顔
を
見
る
だ
け
で
こ

ち
ら
も
自
然
と
笑
顔
に
な

り
、
と
て
も
嬉
し
い
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た

し
、
子
供
を
通
じ
、
会
社

の
仲
間
と
の
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

平
日
は
家
族
以
上
に
会

社
の
人
間
と
過
ご
す
時
間

の
方
が
多
い
の
で
、
社
内

の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、

こ
う
い
っ
た
企
画
は
と
て

も
大
切
な
こ
と
だ
と
私
は

思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
家
族
同
伴

北

　部

　支

　部

「ゴルフの魅力とその深さ」
㈱並木設備工業

長谷美　臣
は
た
だ
ボ
ー
ル
を
ク
ラ
ブ

で
打
っ
て
ホ
ー
ル
に
入
れ

る
だ
け
の
ゲ
ー
ム
に
思
え

ま
す
が
、
実
際
に
は
技

術
、
メ
ン
タ
ル
、
戦
略
が

す
べ
て
求
め
ら
れ
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
一
打
一
打

に
集
中
し
、
風
の
向
き
や

距
離
、
地
形
を
読
み
解

き
、
最
善
の
シ
ョ
ッ
ト
を

放
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
が
特
に
魅
了
さ
れ
る

の
は
、
ゴ
ル
フ
の
メ
ン
タ

ル
面
で
す
。
ゴ
ル
フ
は
自

分
と
の
闘
い
で
も
あ
り
ま

す
。
ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
を
し

た
と
き
の
挫
折
感
や
、
素

晴
ら
し
い
シ
ョ
ッ
ト
を

放
っ
た
と
き
の
達
成
感

は
、
一
人
で
感
じ
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
そ
の
た

め
、
常
に
冷
静
で
あ
り
続

け
、
次
の
一
打
に
集
中
す

る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
ゴ
ル
フ
場
だ
け
で

な
く
、
日
常
生
活
に
も
通

じ
る
大
切
な
教
訓
で
す
。

ま
た
、
ゴ
ル
フ
は
自
然

と
親
し
む
機
会
で
も
あ
り

ま
す
。
広
大
な
コ
ー
ス
に

は
、
四
季
折
々
の
風
景
が

広
が
り
、
都
会
の
喧
騒
か

ら
離
れ
て
心
地
よ
い
静
寂

の
中
で
プ
レ
ー
で
き
ま

す
。
朝
露
に
濡
れ
た
フ
ェ

ア
ウ
ェ
イ
を
歩
き
、
鳥
の

さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら

一
打
を
放
つ
瞬
間
は
、
何

も
の
に
も
代
え
が
た
い
癒

し
の
時
間
で
す
。

ゴ
ル
フ
は
年
齢
や
体
力

に
関
係
な
く
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
で
も
あ
り
ま
す
。

若
者
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で
、

幅
広
い
年
齢
層
が
同
じ

フ
ィ
ー
ル
ド
で
競
い
合
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

可
能
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

だ
け
で
、
働
き
や
す
い
職

場
環
境
に
な
り
、
仕
事
へ

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
上

が
り
ま
す
。

子
供
の
急
病
で
の
休
日
、

学
校
行
事
に
参
加
す
る
際

の
休
日
な
ど
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
た
だ
け
る
会
社

に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
家
族
の
支
え
が
あ
っ

て
の
仕
事
、
会
社
の
支

え
が
あ
っ
て
の
家
族
。
生

き
て
い
く
う
え
で
家
族
と

会
社
は
切
り
離
せ
な
い
も

の
だ
と
私
は
思
い
ま
す
の

で
、
ま
だ
ま
だ
半
人
前
な

私
で
す
が
、
よ
り
会
社
の

た
め
に
役
に
立
て
る
よ
う

な
人
間
に
成
長
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

私
が
ゴ
ル
フ
を
始
め
た

の
は
、
友
人
に
誘
わ
れ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
最
初
は
単
な
る
社
交

の
一
環
と
し
て
、
週
末
に

仲
間
と
楽
し
む
程
度
の
も

の
で
し
た
が
、
次
第
に
そ

の
奥
深
さ
と
魅
力
に
引
き

込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
の
魅
力
は
、
そ
の
シ
ン

プ
ル
さ
と
複
雑
さ
の
融
合

に
あ
り
ま
す
。
見
た
目
に

千
葉
積
水
化
学
工
業
で
研
修
会 �

9
月
18
日
、
管
工
機
材
研
修
会
を
千
葉
県
市
原

市
に
あ
る
千
葉
積
水
化
学
工
業
で
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
長
沼
会
長
や
企
画
経
営
委
員
会
の
佐

藤
公
則
委
員
長
ら
会
員
企
業
を
中
心
に
24
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
製
造
現
場
の
ほ
か
、
燃
焼
実
験
な

ど
こ
こ
で
し
か
で
き
な
い
体
験
を
通
し
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
は
、
協

会
の
賛
助
会
員
で
あ
る

積
水
化
学
工
業
の
協
力

で
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
最
初
に
防

災
広
場
で
災
害
ト
イ
レ

を
見
学
し
て
、
製
造
工

場
で
Ａ
Ｃ
ド
レ
ン
パ
イ

プ
の
製
造
工
程
を
視
察
。

そ
の
後
、
耐
火
Ｖ
Ｐ

の
燃
焼
実
験
や
結
露
性
能
実
験
、
給
湯
管
や
塩
ビ

管
の
熱
伸
縮
実
験
な
ど
を
視
察
。

特
に
興
味
深
か
っ
た
の
が
、
結
露
性
能
実
験
で

高
温
多
湿
の
状
況
を
再
現
し
て
の
Ｖ
Ｐ
管
の
流
水

実
験
で
し
た
。
任
意
の
温
度
と
湿
度
を
設
定
可
能

な
の
で
、
興
味
が
あ
る
方
は
積
水
化
学
ま
で
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。�

（
大
宮
管
工
㈱　

長
南　

幸
雄
）

三
菱
電
機
中
津
川
製
作
所
を
視
察 �

11
月
14
日（
木
）15
日（
金
）の
二
日
間
、
岐
阜
県

中
津
川
市
に
あ
る
三
菱
電
機
中
津
川
製
作
所
に
て

視
察
会
を
行
い
ま
し
た
。
視
察
会
に
は
長
沼
会
長
、

宮
澤
副
会
長
を
は
じ
め
9
名
で
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
三
菱
電
機
中
津
川
製
作
所
は
1
9
4
3
年

の
創
業
以
来
、
常
に
自
然
環
境
に
即
し
た
製
品

開
発
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
換
気
扇
や

ジ
ェ
ッ
ト
タ
オ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
「
風
の
事
業
」、

全
熱
交
換
機
ロ
ス
ナ
イ
に
代
表
さ
れ
る
「
空
気
の
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ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

◎�令和 ６ 年度埼玉県優秀建設工事施工者表
彰の設備部門で当協会会員 １ 社が特別奨
励賞受賞
▽㈱清水アーネット＝総選除）運転免許本
部高齢者講習施設（仮称）新築給排水衛生設
備工事（施設課発注）

◎�県土づくり優秀建設工事施工者表彰およ
び優秀現場代理人表彰に当協会会員の １
社 １名が受賞
▽県南設備工業㈱（現場代理人　長島風玲
亜）＝総選除）21さいたま芸術劇場大ホール
空調設備ほか改修工事（設備課発注）

「蕎麦打ちのお話し」
不破設備工業㈱

不破　隆夫

皆
さ
ん
は
、
お
蕎
麦
は

お
好
き
で
し
ょ
う
か
。

蕎
麦
打
ち
を
習
い
た
い

と
思
っ
た
の
は
、
40
歳
を

過
ぎ
た
こ
ろ
、
老
後
？
も

楽
し
め
る
何
か
有
意
義
な

趣
味
を
見
つ
け
よ
う
と

「鮃」
㈱磯部工業

磯部　賢一
東

　部

　支

　部

ヒ
ラ
メ
釣
り
の
話
し
を

少
し
だ
け
。

釣
り
を
嗜
ま
な
い
人
へ

そ
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と

は
な
か
な
か
難
し
い
。
釣

り
と
は
、
水
中
に
泳
ぐ
魚

を
考
え
続
け
、
自
分
自
身

が
魚
に
な
っ
た
つ
も
り
で
そ

の
行
動
を
想
像
し
な
が
ら

糸
を
垂
ら
す
。
大
海
原
に

潜
む
生
き
物
へ
思
い
を
め

ぐ
ら
し
、
自
己
と
自
然
が

一
体
に
な
れ
る
限
ら
れ
た
時

間
と
空
間
こ
そ
が
愛
好
者

の
心
を
掴
ん
で
離
さ
な
い

魅
力
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
旬
な
の
が

「
鮃ひ

ら
め

」。
古
く
か
ら
「
鮃ひ

ら
め

四
十
鯒こ

ち

二
十
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

こ
れ
は
、
活
き
エ
サ
を
使
っ

た
ヒ
ラ
メ
釣
り
が
、
完
璧

西
　
部
　
支
　
部

に
「
向
こ
う
合
わ
せ
」
の

釣
り
な
の
で
、
そ
の
位
待
っ

て
釣
る
こ
と
が
肝
心
と
い

う
戒
め
み
た
い
な
も
の
。

実
際
の
ヒ
ラ
メ
の
ア
タ

リ
に
は
、
大
き
く
分
け

て
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ

り
、
ま
ず
最
初
が
「
前
ア

タ
リ
」。
次
に
「
中
ア
タ

リ
」
と
「
本
ア
タ
リ
」
そ

し
て
最
後
に
「
真
ア
タ

リ
」。
前
ア
タ
リ
と
は
、
海

底
に
沈
め
た
エ
サ
の
イ
ワ

シ
が
、
接
近
す
る
ヒ
ラ
メ

に
驚
い
て
、
必
死
に
逃
げ

回
っ
て
い
る
「
キ
ュ
ン
キ
ュ

ン
」「
ブ
ル
ブ
ル
」
と
い
っ

た
振
動
。
中
ア
タ
リ
と

は
、
イ
ワ
シ
を
く
わ
え
た

瞬
間
の
「
ガ
ツ
ッ
」
と
か

「
グ
ー
ッ
」
と
い
っ
た
感
じ
。

こ
こ
で
の
ア
ワ
セ
は
禁
物
。

自
然
に
飲
み
込
ま
せ
る
こ

と
が
大
事
。
そ
れ
が
本
ア

タ
リ
で
、
く
わ
え
た
イ
ワ

シ
を
警
戒
せ
ず
、
口
の
奥

に
飲
み
込
ん
で
い
く
過
程

の
「
ガ
ッ
ガ
ッ
」「
ガ
ク
ッ

ガ
ク
ッ
」
な
ど
、
穂
先
が

上
下
に
激
し
く
揺
れ
、
あ

き
ら
か
に
今
ま
で
と
は
違

う
ア
タ
リ
が
来
ま
す
。
し

か
し
ま
だ
我
慢
で
す
。
で

は
一
体
ど
こ
ま
で
待
て
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
こ
か
ら
が
鮃
釣
り

師
の
勝
負
ど
こ
ろ
。
こ
の

あ
と
ヒ
ラ
メ
は
獲
物
を
仕

留
め
、
元
に
い
た
海
底
に

戻
る
た
め
身
を
翻
す
。
こ

れ
が
真
ア
タ
リ
。
竿
先

が
「
ギ
ュ
イ
ー
ン
」
と
弓

な
り
に
海
面
に
突
き
刺
さ

る
。
こ
こ
で
待
ち
に
待
っ

た
ア
ワ
セ
を
行
う
の
で
す
。

ゆ
っ
た
り
と
ヒ
ラ
メ
を
針

に
乗
せ
る
よ
う
に
「
ジ
ッ

ワ
ー
」
て
。
針
掛
か
り
し

た
後
は
、
暴
れ
さ
せ
な
い

た
め
に
、
魚
体
を
水
面
と

平
行
に
上
が
る
よ
う
ゆ
っ

く
り
一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で

リ
ー
ル
を
巻
い
て
い
く
。

タ
モ
に
収
ま
っ
た
瞬
間
、

思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
趣
味
の
番
組
で
蕎

麦
打
ち
を
放
映
し
て
い
ま

し
た
。

「
あ
！！
」
こ
れ
だ
、
う
ど

ん
は
打
て
て
も
、
蕎
麦
打

ち
は
難
し
い
と
い
う
こ
と

で
、
皆
さ
ん
な
か
な
か

と
っ
つ
き
に
く
い
。
自
分

で
打
て
れ
ば
い
つ
で
も
食

べ
ら
れ
る
し
、
仲
間
に
も

振
舞
え
る
。
一
石
二
鳥
だ

と
い
う
こ
と
で
始
め
た
と

こ
ろ
、
な
か
な
か
繋
が
ら

ず
仲
間
に
食
べ
さ
せ
て
も

笑
わ
れ
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
紅
葉
の
撮
影

に
戸
隠
方
面
に
出
か
け
た

折
り
、
蕎
麦
祭
り
で
、
地

元
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
蕎

麦
の
実
演
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
戸
隠
の
お

蕎
麦
屋
さ
ん
で
は
、
蕎
麦

粉
を
分
け
て
い
た
だ
き
、

善
光
寺
の
近
く
の
老
舗
の

金
物
屋
さ
ん
で
は
、
黒
姫

山
の
伝
統
工
芸
士
の
鍛
造

の
蕎
麦
包
丁
を
注
文
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

更
に
、
苗
場
山
登
山
の

途
中
、
秋
山
郷
で
栃
の
木

の
本
漆
塗
の
2
尺
の
こ
ね

鉢
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

本
格
的
に
蕎
麦
打
ち
を
開

始
、
コ
ピ
ー
室
を
大
工
さ

ん
に
改
造
し
て
も
ら
っ
た

蕎
麦
小
屋
？
で
月
1
回
程

度
、
気
が
向
い
た
ら
打
っ

て
い
ま
す
。

年
越
し
蕎
麦
の
会
も
20

年
ほ
ど
続
い
て
い
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
以
降
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

今
で
も
馴
染
み
の
戸
隠

の
お
蕎
麦
屋
さ
ん
に
は
、

年
に
1
回
は
美
味
し
い
蕎

麦
を
食
べ
に
行
く
の
が
楽

し
み
で
す
。

私
も
昨
年
、
後
期
高
齢

者
の
仲
間
入
り
、
何
事
も

飽
き
ず
に
長
く
続
け
る
こ

と
が
一
番
か
な
？

是
非
、
皆
さ
ん
も
蕎
麦

打
ち
に
挑
戦
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ト ピ ッ ク スト ピ ッ ク ス

や
っ
と
張
り
詰
め
た
緊
張

感
か
ら
解
放
さ
れ
、
静
か

に
心
の
中
で
雄
叫
び
を
上

げ
る
の
で
す
。

こ
の
４
パ
タ
ー
ン
で
決

ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、「
鮃
四
十
」
の
四
十

秒
を
何
と
な
く
で
も
わ

か
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
。

ど
ん
な
魚
種
で
も
釣
り

は
本
当
に
楽
し
い
で
す
。

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

る
方
は
是
非
挑
戦
し
て
み

て
下
さ
い
。
魚
を
釣
り
上

げ
て
皆
で
美
味
し
く
食
べ

れ
ば
、
格
別
な
喜
び
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
。

事
業
」、
温
水
式
床
暖
房

シ
ス
テ
ム
等
の
「
水
の

事
業
」
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
換
気
扇
や
ロ
ス

ナ
イ
、
ジ
ェ
ッ
ト
タ
オ

ル
等
の
生
産
ラ
イ
ン
を

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
ほ
か
、
製
作
所
内
に

設
け
ら
れ
た
体
験
・
体

感
型
展
示
場
「
ア
ー
ス

エ
」
で
は
、
風
・
空
気
・
水
の
3
つ
の
エ
リ
ア
が

設
け
ら
れ
て
お
り
、
三
菱
電
機
の
最
新
の
技
術
を
体

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
岐
阜
県
中

津
川
市
は
中
央
ア
ル
プ
ス
の
南
端
、
恵
那
山
の
麓

に
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と
中
山
道
の
宿
場
町
と
し

て
発
展
し
た
庶
民
文
化
が
今
も
息
づ
く
ま
ち
で
す
。

名
産
品
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
「
栗
」
を
使
っ
た
栗
き

ん
と
ん
は
中
津
川
が
発
祥
の
地
と
さ
れ
、
県
外
か

ら
多
く
の
観
光
客
や
、
近
年
で
は
外
国
人
観
光
客

も
多
く
訪
れ
る
ま
ち
で
す
。
二
日
目
に
は
妻
籠
宿
、

馬
籠
宿
に
立
ち
寄
り
、
歴
史
の
面
影
を
感
じ
て
ま

い
り
ま
し
た
。�

（
㈱
ア
ス
テ
ッ
ク　

佐
藤　

公
則
）
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秩
父
三
社
の
ひ
と
つ
に

数
え
ら
れ
る「
三
峯
神
社
」

は
標
高
約
千
ｍ
の
山
中

に
鎮
座
し
て
い
る
天
空
の

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
呼
ば

れ
、
そ
の
澄
ん
だ
空
気
は

訪
れ
る
人
々
の
心
身
を
癒

し
、
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

〒330－0064
さいたま市浦和区岸町7－5－21
プリミエコート岸町ビル２階　
TEL：０４８－６１３－６５６６
FAX：０４８－６１３－６５４９
メール：saitama@ns.nikoukei.co.jp

☆ご契約、試読のお申込みは　
https://nikoukei-saitama.jp/lp/

日本工業経済新聞社 さいたま支局
埼玉建設新聞 電子版

公式 Youtube

賛
　
助
　
会
　
員
　
寄
　
稿

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡
り

東
洋
熱
工
業
㈱
東
京
本
店

北
関
東
営
業
所

大
原　

徹
郎

を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な

幻
想
的
な
古
社
で
す
。

三
峯
神
社
は
伊
弉
諾
尊

（
い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と
）・

伊
弉
册
尊
（
い
ざ
な
み
の

み
こ
と
）
を
祀
る
神
社
で

ご
祭
神
が
夫
婦
神
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
夫
婦
仲
を
良

く
す
る
ご
利
益
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
妻

と
子
供
達
に
拒
否
さ
れ
、

ひ
と
り
会
社
の
志
願
者
数

名
で
参
拝
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ス
マ
ホ
で
事
前

に
調
べ
た
と
こ
ろ
、
三
峯

神
社
の
す
ぐ
そ
ば
の
駐
車

場
ま
で
車
や
バ
イ
ク
で
行

け
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
同
行
者
（
上

司
）
の
強
い
要
望
と
圧
力

で
、
あ
え
て
駐
車
場
渋
滞

回
避
と
日
頃
の
運
動
不
足

解
消
を
目
的
に
裏
側
か
ら

の
徒
歩
ル
ー
ト
を
選
択
し

た
こ
と
が
苦
行
の
始
ま
り

で
す
。

徒
歩
ル
ー
ト
標
高
差
約

七
百
ｍ
と
あ
ま
り
高
い
印

象
は
無
く
、「
ハ
イ
キ
ン

グ
」
と
あ
っ
た
の
で
舗
装

さ
れ
た
道
路
を
歩
く
の
だ

ろ
う
と
気
楽
に
応
じ
ま
し

た
が
、
急
勾
配
の
獣
道
と

七
月
の
暑
さ
が
軽
装
（
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
＋
短
パ
ン
姿
）

で
参
加
し
た
私
の
体
力
を

容
赦
無
く
奪
い
ま
す
。
下

調
べ
と
準
備
の
重
要
性
を

改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。

途
中
「
清
浄
の
滝
」
の

美
し
さ
に
励
ま
さ
れ
、
何

度
も
何
度
も
休
憩
を
挟
み

時
間
は
か
か
り
な
が
ら
何

と
か
山
頂
に
到
着
し
ま
し

た
。澄

ん
だ
空
気
の
中
で
神

社
を
お
参
り
し
、
家
族
の

健
康
と
内
緒
の
お
願
い
を

し
ま
し
た
。

息
を
切
ら
し
な
が
ら
も

無
事
に
た
ど
り
着
い
た
時

の
達
成
感
、
町
に
戻
り
ホ

ル
モ
ン
焼
き
屋
で
飲
ん
だ

ビ
ー
ル
の
美
味
さ
は
忘
れ

ま
せ
ん
。

い
ず
れ
榛
名
神
社
（
群

馬
県
）
や
大
前
神
社
（
栃

木
県
）
に
も
足
を
伸
ば
し

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

那
須
高
原
に
余
暇
を
過

ご
す
た
め
の
セ
カ
ン
ド
ハ

ウ
ス
を
購
入
し
ま
し
た
。

滞
在
中
は
目
の
前
に
流
れ

る
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聴

き
な
が
ら
、
地
元
の
美
味

し
い
野
菜
を
デ
ッ
キ
で
食

し
た
り
酒
を
飲
ん
だ
り
と

ま
っ
た
り
し
た
時
間
を
過

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
㈱
北
関
東
支
社

海
保　

隆
一

ご
し
て
い
ま
す
。
難
点
は

湿
気
で
す
。
ダ
イ
キ
ン
さ

ん
の
カ
ラ
イ
エ
が
フ
ル
稼

働
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地

域
は
平
成
初
期
に
建
て
た

物
件
が
多
数
出
て
お
り
お

手
頃
価
格
で
買
え
ま
す

が
、
売
る
に
は
維
持
費
が

ネ
ッ
ク
に
な
り
ま
す
。
別

荘
の
管
理
費
が
そ
こ
そ
こ

か
か
る
か
ら
で
す
、
売
れ

る
う
ち
に
売
却
し
な
い
と

ま
さ
し
く
「
負
動
産
」
に

な
る
可
能
性
が
出
て
き
ま

す
。購

入
の
き
っ
か
け
は
母

が
認
知
症
で
、
介
護
要
の

た
め
妻
と
の
二
人
で
の
旅

行
が
困
難
と
判

断
し
、
母
も
連

れ
て
行
け
る
別

荘
を
選
び
ま
し

た
。
母
は
健
脚

な
の
で
、
行
け
ば
朝
晩
散

歩
を
し
て
喜
ん
で
い
ま

す
。
子
供
の
頃
、
迷
惑
ば

か
り
か
け
た
の
で
、
少
し

は
親
孝
行
で
き
て
い
る
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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〒３5０－０８37
岡部バルブ工業㈱
川越市石田1－1
TEL０４9－224－4111　ＦＡＸ０４9－224－4040

〒３3０－０８56
㈱小泉北関東
さいたま市大宮区三橋２－６０３
TEL０４８－６２３－６３１１　ＦＡＸ０４８－６２２－５１０６

〒３3１－０８１２
㈱ノーリツ
さいたま市北区宮原町１－８５３－８
TEL０４８－６５３－３００３　ＦＡＸ０４８－６５３－３１７０

北関東支店

北関東支店
〒３3１－０８１１
渡辺パイプ㈱
さいたま市北区吉野町１－３９９－３
TEL０４８－６５２－９７５１　ＦＡＸ０４８－６５４－１９１３

埼玉営業所
〒３3１－０８１２
東テク㈱
さいたま市北区宮原町３－３７２
TEL０４８－６５３－７８２１　ＦＡＸ０４８－６５３－７８２０

北関東支店
〒３62－０014
リンナイ㈱
上尾市本町３－３－7
TEL０４８－770－6000　ＦＡＸ０４８－776－8012

北関東支店
〒３３０－０８５４
三菱電機冷熱機器販売㈱
さいたま市大宮区桜木町１－１１－３
TEL０４８－６５７－３０２２　ＦＡＸ０４８－６５７－３０２３

首都圏支店
〒３３０－０８０１
㈱川本製作所
さいたま市大宮区土手町１－６３－１
TEL０４８－６５０－５８７１　ＦＡＸ０４８－６５０－５８６１

〒３３１－０８１２
ユアサ商事㈱
さいたま市北区宮原町４－７－５
TEL０４８－６５２－１４８１　ＦＡＸ０４８－６５１－８１１０

埼玉支社
〒３３０－０８０２
㈱ＬＩＸＩＬ
さいたま市大宮区宮町２－８１
TEL０４８－６３３－４１２６　ＦＡＸ０４８－６３３－４１５８

東京本社
〒104－8307
㈱クボタケミックス
東京都中央区京橋2－1－3
TEL03－3245－3085　ＦＡＸ03－3245－3840

〒３６０－０８４３
紘永ＣＭＣ㈱
熊谷市三ヶ尻３０４７
TEL０４８－５３２－３９６９　ＦＡＸ０４８－５３２－１４６１

〒３３０－０８54
積水化学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町４－333-13
TEL０４８－６４６－０１６０　ＦＡＸ０４８－６４４－９３１６

北関東支社
〒３３1－081２
TOTO㈱
さいたま市北区宮原町4－24－7
TEL０５７０－０８８７０１　ＦＡＸ０４８－633－6590

〒３４９－０１３１
㈱エヌ・ワイ・ケイ
蓮田市根金１６８９－１
TEL０４８－７６６－１２１１　ＦＡＸ０４８－７６７－１０２１

〒３３２－８５５５
㈱フカガワ
川口市西青木２－９－５
TEL０４８－２５７－３１９６　ＦＡＸ０４８－２４２－０５６６

〒３３０－０８５２
ダイキンＨＶＡＣソリューション東京㈱
さいたま市大宮区大成町３－２７６－１
TEL０４８－６６１－３５２０　ＦＡＸ０４８－６６１－２６２５

〒３３６－００１５
内藤環境管理㈱
さいたま市南区大字太田窪２０５１－２
TEL０120－01－２５９０　ＦＡＸ０４８－８８６－２８１７

北関東営業所
〒３３５－０００５
森松工業㈱
蕨市錦町4－７－１
TEL０４８－４４７－８０６８　ＦＡＸ０４８－４４７－８０９８

北関東支店
〒３３１－０８１１
㈱中西製作所
さいたま市北区吉野町２－１７７－１
TEL０４８－６６７－１０８１　ＦＡＸ０４８－６６３－４０４６

埼玉支店
〒３６２－００84
イシグロ㈱
上尾市壱丁目西１－９
TEL０５０－1704－7087　ＦＡＸ048－615－0755

〒３３１－０８２２
㈱荏原製作所
さいたま市北区奈良町１４－３

北関東支社

TEL０４８－６６６－３３３８　ＦＡＸ０４８－６５２－０８６５

〒３３7－００53
テラル㈱
さいたま市見沼区大和田町2－1018－2
TEL０４８－681－7822　ＦＡＸ０４８－681－7082

北関東支店
大宮営業所

第1種賛助会員

第2種賛助会員

TEL０４８－６４３－２９１１　ＦＡＸ０４８－６４３－２９７９

〒３３０－０８５４
㈱朝日工業社 北関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－１１－９
TEL０４８－６５０－５４００　ＦＡＸ０４８－６４９－６４００

〒３３０－０８４５
三建設備工業㈱ 北関東支店

さいたま市大宮区仲町３－１３－１

TEL０４８－６４４－８４６８　ＦＡＸ０４８－６４５－８３８４

〒３３０－０８０２
ダイダン㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町２－３５

TEL０４８－６４３－２２２２　ＦＡＸ０４８－６４３－２２６３

〒３３０－０８０２
新菱冷熱工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区宮町１－３８－１

TEL０４８－６８７－３２８１　ＦＡＸ０４８－６８７－３４３１

〒３３７－００５１
大成設備㈱ 北関東支店

さいたま市見沼区東大宮５－３０－１５

TEL０４８－６４６－０６０４　ＦＡＸ０４８－６４４－８０８８

〒３３０－０８４６
東洋熱工業㈱ 北関東営業所

さいたま市大宮区大門町３－２２－３
TEL０４８－６６９－３８１１　ＦＡＸ０４８－６６９－３８１２

〒３３１－０８１２
大成温調㈱ 関東支店

さいたま市北区宮原町２－３４－３

TEL０４８－６４４－３４２５　ＦＡＸ０４８－６４９－１９６６

〒３３０－８６６９
三機工業㈱ 関東支店

さいたま市大宮区桜木町１－７－５

TEL０４８－６５０－１２０２　ＦＡＸ０４８－６４３－０８８２

〒３３０－０８54
高砂熱学工業㈱
さいたま市大宮区桜木町１－10－１6

関信越支店
埼玉営業所

TEL０４８－６４０－５７７５　ＦＡＸ０４８－６４３－０２１１

〒３３０－０８０１
㈱テクノ菱和 北関東支店

さいたま市大宮区土手町１－３８－１

〒107－8431
日本管材センター㈱
東京都港区赤坂1－1－14
TEL０3－6880－5111　ＦＡＸ03－6880－5115
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北  部  支  部北  部  支  部

さ い た ま 支 部さ い た ま 支 部

電  話
ＦＡＸ

県南設備工業株式会社
さいたま市見沼区東大宮２－３１－２
〒 ３ ３ ７ － ０ ０ ５ １

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）５ ９ ４ １ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ １ ）０ ２ ６ ４

電  話
ＦＡＸ

大宮管工株式会社
さ い た ま 市 北 区 奈 良 町 １ ５ ４
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ２ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）２ １ ５ ４ ㈹
０ ４ ８（ ６ ５ ２ ）７ ８ ３ ３

三水冷熱株式会社
さいたま市桜区西堀１０－１２－２９
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ３ ）７ １ ５ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）９ ６ ５ ３

積田冷熱工事株式会社
さ い た ま 市 緑 区 大 門 2 6 1 9
〒 ３ ３ 6 － ０ 9 6 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 6 7 ）6 0 5 １ ㈹
０ ４ ８（ 7 6 7 ） 6 9 0 1

株式会社清水アーネット
熊 谷 市 問 屋 町 ３ － ３ － 1 2
〒 ３ ６ ０ － ８ ５ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）０ １ ２ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ６ ）６ ５ ２ ４

オ キ ナ ヤ
熊 谷 市 江 南 中 央 ２ － １ ７ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ １１ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ３ ３ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ９ ）３ ３ ４ ４

株式会社

電  話
ＦＡＸ

大 ク マ 工 業
さいたま市中央区鈴谷９－１３－８
〒 ３ ３ ８ － ０ ０ １３

０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）６ ８ ６ ２ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ２ ）２ ９ ２ １

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市大宮区櫛引町１－８２３
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ５ １

深井設備工事

０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ９ ７ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ４ ）３ ２ ５ ０

株式会社

電  話
ＦＡＸ

ミヤザワ工業株式会社
鴻 巣 市 笠 原 １ ６ ８ ８ － １
〒 ３ ６ ５ － ０ ０ ２ ３

０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）６ ４ １７ ㈹
０ ４ ８（ ５ ４ ２ ）５ ２ １ ８

ハギワラ株式会社
さいたま市見沼区深作3－ 2 4 － 3
〒 ３ ３ 7 － ０ ０ 0 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 1 ）0 2 2 0 ㈹
０ ４ ８（ 7 6 9 ） 6 5 9 2

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台１－１－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

埼 玉 ヤ マト

０ ４ ８（ 7 5 7 ）2 2 0 0 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 2 2 1 8

株式会社

電  話
ＦＡＸ

シ ン エ イ
さ い た ま 市 北 区 本 郷 町 ２ ６ ０
〒 ３ ３ １ － ０ ８ ０ ２

０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）３ ３ ６ ６ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ７ ）６ ２ ２ ９

株式会社

ア ス テ ッ ク
さいたま市桜区道場字拾石田７０９－１
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ ７ ）５ ７ ０ ０

株式会社

オ ール ワ ン
さいたま市 見 沼 区 片 柳 1 － 1 1 6
〒 ３ ３ 7 － ０ 0 2 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 6 8 8 ） 6 8 8 8
０ ４ ８（ 6 8 5 ） 0 5 5 1

株式会社

電  話
ＦＡＸ

富士管工株式会社
さいたま市大宮区吉敷町４－１１－１
〒 ３ ３ ０ － ０ ８ ４ ３

０ ４ ８（ ６ ４ １ ）２ ３ ８ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ４ ４ ）６ ８ ４ ３

電  話
ＦＡＸ

上 尾 市 小 泉 ９ － ３ － １ ４
〒 ３ ６ ２ － ０ ０ ６ ３

金 子 設 備

０ ４ ８（ ７ ７ ３ ）６ ０ ５ ７ ㈹
０ ４ ８（ ７ ７ ４ ）６ ２ ５ ７

株式会社

電  話
ＦＡＸ

アサヒ住建株式会社
さいたま市西区大字飯田新田86－1
〒 ３ 3 1 － 0 0 6 8

０ ４ ８（ 7 2 8 ） 7 5 7 6
０ ４ ８（ 7 2 8 ） 6 8 4 0

電  話
ＦＡＸ

志 木 市 下 宗 岡 ３ － ４ － ９
〒 ３ ５ ３ － ０ ０ ０ ３

細 田 管 工

０ ４ ８（ ４ ７ ３ ）７ ２ ３ ２ ㈹
０ ４ ８（ ４ ７ ５ ）２ ０ ７ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ ９ － ０ ０ 8 2

サイエイヤマト

０ ４ ８（ ７ ５ ８ ）１ ３ ０ ８ ㈹
０ ４ ８（ ７ ５ ６ ）５ ８ ８ ９

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市桜区西堀８－１２－１５
〒 ３ ３ ８ － ０ ８ ３ ２

新研設備工業

０ ４ ８（ ８ ５ ６ ）２ ９ １１ ㈹
０ ４ ８（ ８ ５ １ ）５ １ ５ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市南区鹿手袋３－４－１０
〒 ３ ３ ６ － ０ ０ ３ １

泉 屋 工 務 店

０ ４ ８（ ８ ６ ４ ）１１ ７ １ ㈹
０ ４ ８（ ８ ６ ６ ）４ ８ ２ ５

株式会社

電  話
ＦＡＸ

さいたま市北区宮原町４－ ６７ －１
〒 ３ ３ １ － ０ ８ １ ２

飯 沼 工 務 店

０ ４ ８（ ６ ６ ３ ）３ ４ ６ ５ ㈹
０ ４ ８（ ６ ６ ６ ）１ ０ ８ ０

株式会社

ヤマト埼玉支店
さいたま市岩槻区西原台1－1－10
〒 ３ ３ 9 － ０ 0 8 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 5 7 ）1 1 2 1 ㈹
０ ４ ８（ 7 5 7 ） 1 1 0 6

株式会社

堀田設備工業
東 松 山 市 上 野 本 9 5 1 － 2
〒 ３ ５ ５ － ０ ０ 7 3

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１１ ５ １ ㈹
０ ４ ９ ３（ ２ ４ ）１ １ ０ ７

株式会社

株式会社並木設備工業
熊 谷 市 玉 井 １ ８ ２ ３
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ３ ２ ）６ ３ ３ ９ ㈹
０ ４ ８（ ５ ３ ３ ）１ ０ ９ １

ソーセツエンジニアリング株式会社
熊 谷 市 広 瀬 ４ １ ６ － １
〒 ３ ６ ０ － ０ ８ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ２ ４ ）５ ８ ２ １ ㈹
０ ４ ８（ ５ ２ ５ ）４ ８ ６ ３

謹　賀　新　年
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竹内セントラル株式会社
草 加 市 氷 川 町 2 1 1 2 － ６
〒 ３ ４ ０ － ０ ０ ３ 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ２ ８ ）５ ５ ７ ５

不破設備工業株式会社
入 間 市 仏 子 １ ２ ０ ２ － ４
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ５ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）０ ７ ３ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ３ ２ ）５ ５ １ ５

昭和工業株式会社
川 越 市 石 原 町 ２ － ５ ８ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － ０ ８ ２ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ １ ４ ９ ㈹
０ ４ ９（ ２ ２ ４ ）６ ６ ６ 0

温井住設株式会社
本 庄 市 若 泉 1 － 1 1 － 3 0
〒 ３ 6 7 － 0 0 5 5

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ 5（ 2 3 ） 3 3 7 7
０ ４ ９ 5 （ 2 4 ） 5 4 9 1

三 郷 市 新 和 4 － 4 6 3
〒 ３ ４ 1 － ０ ０ 3 4

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ 5 ４ ）2 5 5 3 ㈹
０ ４ ８（ ９ 5 4 ） 2 5 5 4

入間空調株式会社
入 間 市 大 字 小 谷 田 ６ ４ ４ － １
〒 ３ ５ ８ － ０ ０ ２ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）０ ２ ６ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ６ ３ ）８ ９ ２ ８

正和工業株式会社
春 日 部 市 豊 野 町 ２ － ３ ２ － １９
〒 ３ ４ ４ － ０ ０ １ ４

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ７ ３ ６ ）６ １１１ ㈹
０ ４ ８（ ７ ３ ４ ）９ ８ ９ ０

埼玉設備工業株式会社
川 越 市 岸 町 １ － １ ５ － １ ６
〒 ３ ５ ０ － １１３ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９（ ２ ４ １ ）４ ３ ４ ３ ㈹
０ ４ ９（ ２ ４ １ ）１ １ １ １

ユ ニ パ ック
川 口 市 西 川 口 2 － 7 － 1
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ １ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ８ ）６ ９ ９ ２

株式会社

梅 沢 水 道
川 口 市 前 川 3 － １ 7 － 9
〒 ３ ３ 3 － ０ 8 4 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ 6 5 ）7 7 3 9 ㈹
０ ４ ８（ 2 6 9 ） 0 1 7 6

有限会社

本 田 工 業
春 日 部 市 谷 原 新 田 1 4 0 4
〒 ３ 4 4 － ０ 0 3 5

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ 7 3 6 ）2 9 2 9 ㈹
０ ４ ８（ 7 3 7 ） 4 3 8 1

有限会社

ＫＥＮＳＥＩ株式会社

杉 本 設 備
加 須 市 南 篠 崎 １ ０ ６ ６ － ６
〒 ３ ４ ７ － ０ ０ １７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）０ ５ ８ １ ㈹
０ ４ ８ ０（ ６ ５ ）５ ４ ８ ３

株式会社

協 和 設 備
越 谷 市 大 道 ４ ７ ８
〒 ３ ４ ３ － ０ ０ ３ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ ０ ㈹
０ ４ ８（ ９ ７ ３ ）６ ０ ０ １

株式会社

磯 部 工 業
三 郷 市 東 町 ４ ６
〒 ３ ４１ － ０ ０ ３ ６

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）４ ９ ０ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ５ ）５ ２ ８ ８

株式会社

篠 田 設 備
三 郷 市 仁 蔵 ４ ４ ８ － １
〒 ３ ４１ － ０ ０ ２ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ５ ㈹
０ ４ ８（ ９ ５ ４ ）８ ６ ２ ６

株式会社

浅 倉 水 道
川 口 市 仲 町 １ ８ － ５
〒 ３ ３ ２ － ０ ０ ２ ２

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ０ ㈹
０ ４ ８（ ２ ５ ２ ）６ ８ ２ ５

株式会社

協同エンジニアリング
狭 山 市 上 奥 富 新 堀 9 7
〒 ３ ５ ０ － １３ ３ ３

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ４ ）６ ３ ２ １ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）７ ２ ９ ５

株式会社

渋谷設備工業
狭 山 市 笹 井 1 － 5 － 8
〒 ３ ５ ０ － １３ ２ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）４ ９ ６ ４ ㈹
０ ４（ ２ ９ ５ ２ ）１ ２ ０ １

株式会社

糟谷設備工業所
所 沢 市 大 字 山 口 ２ ８ ２ ５ － １
〒 ３ ５ ９ － １１ ４ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ８ ８ ㈹
０ ４（ ２ ９ ２ ３ ）８ ８ ６ ９

株式会社

北田設備工業
飯 能 市 大 字 双 柳 ５ － １
〒 ３ ５ ７ － ０ ０ ２ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ２（ ９ ７ ３ ）３ ２ ４ １ ㈹
０ ４ ２（ ９ ７ ４ ）２ ６ ９ ９

株式会社

貫 井 産 業
所 沢 市 大 字 上 安 松 ９ ０ ９
〒 ３ ５ ９ － ０ ０ ２ ５

電  話
ＦＡＸ

０ ４（ ２ ９ ９ ３ ）０ １１ ０ ㈹
０ ４（ ２ ９ ９ ８ ）２ ２ ７ ３

株式会社 埼玉トーカイ
熊 谷 市 上 之 6 0 8 － 1
〒 ３ 6 0 － ０ ０ 1 2

電  話
ＦＡＸ

０ ４ 8（ 5 7 7 ）7 4 3 6 ㈹
０ ４ 8 （ 5 7 7 ） 7 4 5 6

株式会社

長沼設備工業株式会社
本 庄 市 前 原 ２ － ３ － １ ８
〒 ３ ６ ７ － ０ ０ ４ ７

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ９ ５（ ２ ４ ）２ ４ ３ ４ ㈹
０ ４ ９ ５（ ２ １ ）５ １ ５ ７

セイフル株式会社
深 谷 市 上 野 台 ２ ４ ２ ３ － ６
〒 ３ ６ ６ － ０ ８ ０ １

電  話
ＦＡＸ

０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）２ ４ ４ ２ ㈹
０ ４ ８（ ５ ７ ２ ）６ ８ ４ ０

西 部 支 部西 部 支 部

東 部 支 部東 部 支 部

謹　賀　新　年

令
和
七
年
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透明
継手
透明
継手

耐火透明スマート
掃除口継手

新登場‼新登場‼

床試験後

耐火
透明継手DV

耐火
ビニルパイプ

耐火ビニルパイプ

壁試験後

中間層の樹脂が膨張し、
延焼を防止します。
中間層の樹脂が膨張し、
延焼を防止します。

耐火
ビニルパイプ

パッケージエアコン

ドレンホースなど

冷媒液管
冷媒ガス管

KCドレンパイプ・透明継手

パッケージエアコンの場合

保温材レスで施工手間を低減し、コスト縮減に貢献します！保温材レスで施工手間を低減し、コスト縮減に貢献します！

空調ドレン用結露防止層付硬質ポリ塩化ビニル管・継手

項　　目
用　　途
使用水圧
使用温度
呼 び 径

　　使用条件
空調ドレン用配管専用
無圧※

常温（5℃～35℃）
20～65

特　 長特　 長

NEW!
呼び径65

KC KC 透明継手透明継手

４４ 透明継手なので
接着確認が
目視で可能

保温工事が不要11 ドレン配管工事＋保温工事を
１回の配管工事で可能

３３ 初期コストの縮減が可能

22 保温材を巻かないので勾配が取り易い

特　 長特　 長 従来施工との比較

使用範囲使用範囲
※１m以下のドレンアップ部
　を除く。

建物用耐火性硬質ポリ塩化ビニル管・継手

硬質ポリ塩化ビニル樹脂
（膨張黒鉛入り）

KC耐火透明継手DV（TF-DV）

３層
構造
３層
構造

KC耐火ビニルパイプ（TF-VP）
硬質ポリ塩化ビニル樹脂（難燃剤入り）

カラータフダイン
ブルー150N
接着剤

KC耐火透明継手DV（TF-VP）KC耐火
優れた特長を備えた耐火ビニルパイプ・継手で耐火排水管路を実現！優れた特長を備えた耐火ビニルパイプ・継手で耐火排水管路を実現！

 

東京本社 〒104-8307 東京都中央区京橋二丁目１番３号  TEL 03-3245-3085

粘度150mPa・s

11 VP管と同じく切管・接合がしやすい

３３ 透明継手なので
接着確認が
目視で可能

22 材料費、施工費のトータルでコスト縮減が可能

粘度150mPa・s粘度500mPa・s

カラータフダインブルー接着剤

（TF-DV）

省スペース
と

施工性アップ

（KCD-P） （KCD-F）（KCD-F）
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＜編集後記＞
広報委員会　髙嶋　健太

新年あけましておめでとうございます。
「令和 7年新春号」発行にあたり、ご寄稿いただきました皆
様には厚く御礼申し上げます。
今年度より、広報委員になりました株式会社協和設備の髙
嶋と申します。
微力ながら、埼玉県空調衛生設備協会の広報活動の一助と
なれればと思います。
さて、最近はどこもかしこも値上げが続いております。
食料品の買い出しにスーパーへ出掛ければ、「また値段が上
がってる！」と驚くことが多いです。
とりわけお米の値上げには、大変驚きました。以前は安いも
ので ５ kg2,000円弱で買えていたものが現在は ５ kg3,500円前
後してしまいます。
お米は日本人にとって主食であり、なくてはならないもので
す。このままの値段が続くようであれば、家計への影響は大き
く、ご飯の代わりにパンや麺類の登場が多くなるかもしれませ
んね。
今回のお米の値上がりは、猛暑によるお米の収穫量が減少
し品質が低下したことが一因になっているようです。
一人ひとりが地球環境に配慮した生活を送ることで、夏の猛
暑が和らいだり、価格上昇を抑えることが出来るとしたら、もっ
と積極的に日々の生活にエコを取り入れていけそうですね。
今年一年も、皆様にとって良い一年になりますことを心より
お祈り申し上げます。
本年も「風と水と」のご愛読をよろしくお願いいたします。

見頃　　開花 5から 6月実 9から12月
コマユミは錦木（ニシキギ）との中間種で落葉低木です。秋に代表的な紅葉が美しいもみじにも負けな

いくらいの綺麗な紅葉で見応えがある盆栽です。実が付くのは難しいところもありますが、年数がたつにつ
れて、小さくてかわいい実を付けてくれますので成長を楽しめます。

盆栽シリーズ

「小真弓」
一般社団法人日本盆栽協会　大澤　規郎（富士管工㈱）

【ニシキギ科ニシキキ属　小真弓】


